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１．はじめに
本業績報告書において中村ほか（１９９４）［１］により議論されているように，試料の１４Ｃ濃度
を正確に決定し，さらに正確な１４Ｃ年代値を得るためには，炭素の安定同位体分別効果の補
正が不可欠となっている．ここでは，炭素同位体分別効果の補正の方法について，本センタ
ーで用いている３種類の標準体，すなわち木曽ヒノキ，ＮＢＳ葎酸ＮＥＷ，ＮＢＳ芽酸ＯＬＤについて解
説する．

２ 。 試 料 と 標 準 体 の 炭 素 同 位 体 分 別 効 果 の 補 正
２ ． １ ． 木 曽 ヒ ノ 牛 標 準 体
ルーティンの測定で用いられる標準体の一つとして，木曽ヒノ牛の１８４０-１８６０年の年輪か

ら 調 製 し た 炭 素 が 利 用 さ れて い る 。 木 炭 は ， 適 量 の 銀 粉 末 と 混 合 し ， 圧 縮 装 置 で プ レス して
直径３ｍｍ，厚さ１～２ｍｍに整形するだけで，タンデトロン分析計のターゲットとして使用で
きる。このため，簡便な標準体ターゲット作製方法として用いられている。このＣ - Ａ ｇターゲ

ットの欠点は，イオン源から出力される炭素負ィオンビーム強度が，中村ほか（１９９４）［１］
で 紹 介 さ れて い る 水 素 還 元 グ ラ フ ァィ ト に 比 べ て 約 １ ／ ３ 程 度 と 弱 い こ と で あ る 。
タンデトロン分析計では，試料の１４Ｃ／１３Ｃ比（（１４Ｃ／１３Ｃ）。。）とヒノ牛標準体心！：）１４Ｃ／１３Ｃ比

（（１４Ｃ／１３Ｃ）。）との比Ｒが測定される。

Ｒ ＝ （ １ ４ Ｃ ／ １ ３ Ｃ ） 。 ／ （ １ ４ Ｃ ／ １ ３ Ｃ ） 。 （ １ ）

ヒノキ年輪の１８５０年から１９５０年までの１００年分の減衰を補正する常数α（＝０．９８８０；＝（０．５）
１（）ｏ″１ダ２；Ｔｌｚ２＝５７３０年）を用いて，試料の１４Ｃ濃度は次式で与えられる．

δ１４Ｃ（１３）＝（α・Ｒ-１）ｘ１０００（‰）

この１４Ｃ濃度実測値に対し，炭素同位体分別効果の補正を施すと，
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△１４Ｃ＝δ１４Ｃ（１３）-（２５＋δ１３Ｃ。）・（１十δ１４Ｃ（１３）／１０００）（‰）（３）

と得られる。ここで。５１３Ｃ。は試料の炭素安定同位体比で，ＰＤＢ，；ｔａｎ（ｈｒｄ炭素の１３Ｃ／１４Ｃに
より以下の如く規格化されている。

（い３Ｃ。＝（（１３Ｃ／１２（；）。／（１３Ｃ／１２Ｃ）ｒ。５-１）ｘ１０００

また，１４Ｃ年代値は

ｔ ＝-（Ｔ１ダ２／０．６９３）・１ｎ（１＋△１‘１Ｃ／１０００）

（‰） （４）

（ｙ．Ｂ．Ｐ．） （５）

ヒノ牛標準体のδ１：’Ｃ。は-２２．９‰である（Ｎａｋａｍｕｒａｅｔａ１，１９８５）［２１．式（３）の導出では，
ヒノキ標準体のδ１３Ｃ。値は無視した．本来／４Ｃ測定では，炭素同位体分別の補正は，標準

樹木のδ１３Ｃ値として，-２５．００‰に規格化することになっている（木越，１９７６）［３１．ヒノ
キ標準体のδ１３Ｃ。値は，この値よりわずか３．１‰大きいに過ぎない．これは，ルーティン
のδ１４Ｃ（１３）の測定誤差である約±１％に比べて十分小さく無視できる．そこで，１４Ｃ濃度の

算出においては，ヒノキ標準体のδ１３Ｃ。値は考慮に入れなかった．
このヒノ牛標準体は名古屋大学のみで使用している．１４Ｃ濃度の測定誤差が ± １ ％程度の場

合には，この標準体でも十分使えるが， ± １ ％ よ り もっと小さい誤差で１４Ｃ濃度を測定する場
合 に は ， 国 際 的 に 用 い ら れ て い る 標 準 体 を 使 っ て ， そ の ル ー ル に 乗 っ と っ て 炭 素 同 位 体 分 別
効果の補正を行った方が良い．国際的に用いられている標準体は，ＮＢＳｏｃｘａｌｉｃａｃｉｄＳＲＭ-
４９９０（通称ｏｌｄｏｘａｌｉｃａｃｉｄ）とＲＭ-４９（通称ｎｅｗｏｘａｌｉｅａｃｉｄ）である．

２．２．荏酸標準体
１４Ｃ測定における国際的な標準体である葎酸を用いた場合の炭素同位体分別の補正方法に

ついては，本業績報告書の小田（１９９４）［４］に詳しく議論されているので，そちらを参照願
いたい．

３ 。 炭 素 同 位 体 分 別 効 果 の 補 正 式 の ま と め

木 曽 ヒ ノ キ を 用 い る 場 合 の 炭 素 同 位 体 分 別 効 果 の 補 正 式 を 表 １ に ま と め る 。 表 に は ，
δ１３Ｃ。を測定しない，あるいは測定できないため，この補正を行わない場合の式も記載し

た。
表２にＮＢＳ修酸標準体を用いた場合の炭素同位体分別効果の補正式を示す。また，表３に

は，δ１３Ｃ。，δ１３Ｃ。ａ（ｏｌｄ修酸の１３Ｃ／１２Ｃ比）（い３Ｃ。（修酸ｎｅｗの１３Ｃ／１２Ｃ比）を測定しな
い た め ， 炭 素 同 位 体 効 果 の 補 正 を 行 わ な い 場 合 の 式 を 示 し た 。 こ の 場 合 の 算 出 式 は ， 表 ２ の
式にδリＣ値の典型値を代入して求めた。具体的には，（５１３Ｃ。。＝-２５‰，δ１３Ｃ。ａ＝-１９‰，δ
１：’Ｃ。＝-１７．８‰である
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４．まとめ
炭素同位体分別の効果を補正するためには，炭素安定同位体比を測定する必要があるが，
このδ１３Ｃ値を測定するためのガス用安定同位体質量分析計ＭＡＴ２５２が昨年当センターに導
入され稼働している．炭素安定同位体比を測定するためには，試料から二酸化炭素を調製す
る必要があり，これは少し面倒な化学操作が必要となる．しかし，より正確な１４Ｃ濃度測定
のためには惜しむべき労ではない，と考える．
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表１．木曽ヒノキ標準体を用いた場合の１４Ｃ測定における炭素同位体分別効果の補正

条 件 項 目 算 出 式

炭素同位体分別
の補正なし

１４Ｃ濃度

１４Ｃ年代

δ １ ４ Ｃ ＝ （ α ・ Ｒ - １ ） ｘ １ ０ ０ ０ （ ‰ ）

ｔ＝-（ＴＩダ２／０．６９８）・ｌｎ（１十δ３Ｃ／１０００）（ｙ．Ｂ．Ｐ．）

炭素同位体分別
の補正あり

１４Ｃ濃度

１４Ｃ年代

△１４Ｃ＝δ１４Ｃ-（２５十δ１３Ｃ。）・（１＋δ９Ｃ／１０００）（‰）

ｔ＝-（Ｔｌｚ２／０．６９３）・１ｎ（１＋△１‘１Ｃ／１０００）（ｙ．Ｂ．Ｐ．）

Ｒ＝（１４Ｃ／１３Ｃ）ｅａｍ。ｌｅ／（１４Ｃ／１３Ｃ）・ｔａｎｄａｒｄｗ。。ｄ

α＝０．９８８０（＝（０．５）１００ダ５７３０）-

Ｔ１ダ２＝５５７０ｙｅａｒｓ（ｌｊｔ）ｂｙ’ｓｈａｌｆｌｉｆｅｏｆ１４Ｃ）

δ１３Ｃｅａ：１３Ｃ／１２ＣｒａｔｉｏｏｆｓａｍｐｌｅｎｏｒｍａｌｉｚｅｄｔｏｔｈａｔｏｆＰＤＢｓｔａｎｄａｒｄ．
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